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オル ター の提 案

本当に安全な食べものを手渡すために
○「だれが・どこで・どのようにつくったか」の情報を
　日本一公開します。

○「国産」「無農薬」にこだわり、日本の伝統食を守ります。

○原料段階・飼育段階からポストハーベスト農薬、
　遺伝子組み換え、放射能汚染、トランス脂肪酸、
　食品添加物などを徹底的に追放します。

○プラスチック容器・レトルト食品を追放します。A l t e r  We e k l y  O r d e r  C a t a l o g u e  2026.5月3週号
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　普段お掃除をしている時、「もっとシンプルな方
法で汚れを落としたい」「すべての掃除に洗浄剤
を使う必要があるのだろうか」「洗ったあとに手や
肌が荒れる」と感じたことはありませんか？
　そうした悩みに対する一つの選択肢として、ナ
チハマの「エポクリン®」があります。
　汚れを分解するのではなく、余分な汚れを吸着
して取り去るという発想から生まれたお掃除道具
です。

　兵庫県加古郡にある株式会社ナチハマは、ゴ
ムの表面特性に着目した独自技術をもとに製品
開発を行うメーカーです。創業者・高木 常弘さ
んが、「ゴム博士」とも呼ばれた研究者・飯野 博
一さんと出会い、その可能性に魅了されたことか
ら始まりました。
　その中核となるのが「エポクリン加工」です。エ
ポクリンは、繊維に特殊なゴムの微粒子を付着さ
せた加工素材です。水に濡らすことで、「摩擦で汚
れをずらす」「油を吸着する」という２つの作用に
より、洗浄剤を使わずに汚れを取り除くことができ
ます。
　エポクリンという名前は、「エポック（画期的な）」
と「クリーン（汚れ落とし）」を組み合わせて名付け
られました。

　掃除道具としては、水だけで油汚れを落とせる
ため、洗浄剤を使う必要がありません。その結果、
手荒れを抑えやすく、環境への負担の軽減にもつ
ながります。また、泡を洗い流す工程がないため、
節水や時短にもつながります。
　また、エポクリン加工は身体洗い用としても活用
できます。洗浄剤を使わないことで洗いすぎを防
ぎ、皮脂を取りすぎないため、乾燥しにくいのが特
長です。軽い汚れであれば、強くこすらなくても落と
せるため、肌への負担を抑えながら使うことができ
ます。また、お湯で濡らして使える手軽さとやさしい
使い心地から、介護の現場でも活用されています。

　エポクリン加工は特許技術に基づいており、単
なるゴム素材ではなく、２種類のラテックスを組
み合わせて構成されています。１つは油を吸着す
るゴムラテックス、もう１つは構造を安定させる極
性高分子ラテックスです。この２つをバランスよく
配合し、繊維に定着させることで、汚れを効率よく
吸着しながら、ゴム特有のベタつきの少ない扱い
やすさを実現しています。
　エポクリンはすべての汚れに対応できるもので
はなく、得意な汚れと苦手な汚れがあります。そ
のため、用途に応じた使い分けが大切です。

● 落ちる汚れ
・油汚れ（調理油・皮脂・手垢など）
・油由来のにおい
・軽いこびり付き

● 落ちない汚れ
・サビなどの化学変化を起こした汚れ
・鏡のうろこや焦げ付きなど固着した汚れ
・素材内部まで浸透した汚れ

　エポクリンの技術が生まれたのは、高度経済成
長期のことです。便利さが広がる一方で、合成洗
剤による水質汚染が社会問題となっていました。
「合成洗剤に頼らずに汚れを落とせないか」。そ
の問いから、この技術は生まれました。
　ナチハマはこの技術をもとに、環境への負担や
使う人へのやさしさに配慮した製品づくりを大切
にしています。
　現代は、清潔さが求められる一方で、洗いすぎ
による負担も気になる場面が増えています。毎回
洗浄剤を付けて洗うことが本当に最適なのか。そ
う感じる場面もあるのではないでしょうか。
　エポクリンは、そうした疑問に対して、日常の汚
れに対応するための一つの方法です。

バスブラシ ハンドタイプ

水だけで洗う新感覚のブラシ。
コシが強く超高密度。泡を流す
必要がないから節水＆時短に。

ナチハマ
税込1,568各 円

12720 グリーン 

12737 ピンク

12744 アイボリー

12751 グレー
ブラシ部分：（約）7×14×6cm、
　　　　柄：（約）16cm

フロピカ

ウレタンスポンジにエポクリン
加工の不織布を貼付。洗剤なし
で湯垢をぐいぐい落とします。

ナチハマ
税込1,045各 円

12768 ブルー

12775 ピンク

（約）13.5cm×8cm×4.5cm

・使用前に水で濡らす
・軽い力でこする（強くこすらなくてもゴム
　のチカラで汚れが落ちる）
・得意な汚れを見極めて使い分ける

エポクリン®の正しい使い方

P24でもナチハマのエポクリン®グッズをご紹介。

ゴムの可能性に魅了されて

掃除用途にも、身体用途にも使用できます

技術の仕組みと得意・不得意 ナチハマの理念

文責   宮尾 岳司（オルター企画部）　　監修　西川 榮郎（オルター代表）

水だけで汚れを落とす
「エポクリン®」
環境にも肌にもやさしいナチュラルクリーニング

生活用品

株式会社ナチハマ
ナチハマの高 龍秀社長


